
環境汚染物質（1.PCB 2.有機スズ化合物 3.有害金属） 

環境汚染物質とは自然界に放出されても分解されにくく、生態系に悪影響を与える可能

性のある化学物質のことで、PCB、有機スズ化合物、有害金属などがあります。  

環境汚染物質が蓄積された農畜水産物を食品として長年にわたり摂取すると、人体に有

害な影響を与えるおそれがあるため、規制値を設けています。 

当所で検査している項目は次のとおりです。  

  

１．PCB 

ポリ塩化ビフェニルの略です。  

工業用剤として広く利用されていましたが、毒性が高いことから現在では生産されてい

ません。難分解性で環境への残留性も高く、内分泌かく乱物質※としての疑いもあります。 

当所では規制値のある魚介類について、適合しているか検査を行っています。  

  

２．有機スズ化合物 

内分泌かく乱物質※であることが疑われている物質のひとつです。  

船底の塗料、魚網の防汚剤に使われていたことから、魚介類に含まれている可能性があ

り、魚介類について検査を行っています。  

 

※ 体の中でホルモンと似た働きをして、生物の生体機能や生殖機能を乱してしまうとさ

れる化学物質「環境ホルモン」とも言います。 

  

３．有害金属 

カドミウム、水銀など健康被害をもたらす金属の総称です。   

カドミウムは天然に存在する重金属です。カドミウム濃度の高い食品を長年にわたり摂

取すると、腎機能障害を引き起こすおそれがあります。魚介類は海水や海の底質中からカ

ドミウムが蓄積されるため、当所でも検査を行っています。  

水銀は天然に存在する重金属で、「無機水銀」と「有機水銀」とがあります。  

無機水銀は以前は体温計や血圧計などに使用されていたもので、一般にヒトの体内には吸

収されにくいとされています。 一方、有機水銀は海や川の無機水銀が微生物によって変化

したもので、主なものとして「メチル水銀」があります。体内に吸収されたメチル水銀は

代謝や排泄に よって徐々に減少するため、一般には問題ありませんが、妊娠中の女性は胎

児の発育に影響を与えるおそれがあるため、一部の魚介類について摂取量に注意する必要

があります。  

当所では規制値のある魚介類について、総水銀が規制値に適合しているか検査を行って

います。 


